
身近な水害にどう備えるか？

中部大学 武田 誠

工学部・理工学部 FD講演会
2024年9月18日



流れの数値解析技術
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⇒都市の水防災、水環境



➢降雨量: 500mm/2day

（名古屋の年降水量 : 1500mm/year）

➢新川の破堤による浸水

➢豪雨による大規模な内水氾濫

2015/09    鬼怒川の破堤による浸水

外水氾濫（洪水）
Fluvial Inundation

内水氾濫（豪雨）
Pluvial Inundation

都市浸水

・2020/07：Kuma river  basin

・2019/10：Typhoon 19th Disaster 

・2018/07：West Japan area

・2017/07：Northern Kyushu 

・2016/08：Hokkaido 

・2015/09：Kanto-Tohoku

東海豪雨(2000）



流木による被害状況 ※2017年7月14日付国土交通省水管理・国土保全局提供資料より

平成２９年(2017年) 九州北部豪雨の災害

短時間に大雨が降った。500mm以上
山地から土砂・流木が多数流出
⇒岩盤の様子により土砂被害が異なる
⇒段波的な現象（土砂ダム） 九大/島谷先生

⇒河川が埋まり、流路が変わる
支川が溢れている 作成：水工学研究室 林助手 橋本先生の資料から引用



津保川

平成３０年７月豪雨災害の様子

西日本豪雨



支川合流部
バックウォーター（背水）

5mを超える浸水深

岡山県倉敷市
真備町



産経新聞（2019年10月14日webニュース）

2019年台風19号千曲川破堤の様子

洪水・土砂氾濫、河床変動、計画規模洪水



2020年７月豪雨球磨川水害の様子

西日本新聞（2020年7月6日webニュース）
計画規模以上の超過洪水


